
主催：いわて未来づくり機構 後援：宮古市 お問合せ：岩手県復興防災部復興推進課 TEL:019-629-6945 E-mail:AJ0001@pref.iwate.jp

併催：いわて三陸復興フォーラム（沿岸報告会）・「いわての復興を自治の進化に」第10回シンポジウム

定員 40 名 １ ０ ： ０ ０ ～ １ 1 : ０ ０

会場の様子は、YouＴubeチャンネル

岩手県公式動画チャンネル でライブ配信します！

（宮古市神林３番１号（旧宮古警察署） TEL：0193-65-7133）

会場：宮古市地域創生センター（うみマチひろば） ４階多目的ホール
13:30 開会・知事挨拶

午前の部：エクスカーション

【ガイド】元田 久美子氏
(一般社団法人宮古観光文化交流協会 学ぶ防災ガイド)

田老の学ぶ防災ガイド
●田老防潮堤、津波遺構「たろう観光ホテル」見学
●津波映像の上映
※徒歩移動があります。動きやすい服装で御参加ください

定員 70名 １ ３ ： ３ ０ ～ １ ５ : ３ ０午後の部：いわて復興未来塾

元田久美子 氏

復興と地域を担う若い世代の未来を支える取組
早川 輝 氏
【NPO法人みやっこベース 理事長】

事例報告①13:3５

復興道路と空路を活用した県産品の販路開拓に向けた挑戦
佐々木 邦晃氏 【日本航空㈱ 鹿児島支店 副支店長】
※2023年３月まで：岩手県商工労働観光部産業経済交流課 セールスディレクター

事例報告③14:45

15：20 総評

15:30 閉会

地域の人・文化・魅力を活用した観光振興の取組
楠田 拓郎 氏
【NPO法人体験村・たのはたネットワーク 理事長】

事例報告②14:10

早川 輝 氏 楠田 拓郎 氏

佐々木 邦晃 氏

★シャトルバス利用者限定★
ランチは浄土ヶ浜で宮古名物「瓶ドン」をお楽しみいただきます！ ※希望者のみ（ランチ料金は別途頂戴いたします）

田老の学ぶ
防災ガイド
詳細は
コチラ!

2023年 月 日日
お申込みはこちらの

QRコードから → 

【津波遺構】たろう観光ホテル

参加申込〆切
６月26日(月)



申込方法

下記のいずれかの方法でお申込みください。

③郵送での申込み ※6月26日必着でお願いします。
下記の「参加申込書」に必要事項をご記入の上、お申込みください。

②メールで申込み
件名を「第１回いわて復興未来塾」として、下記の必要事項をご記入の上、お申込ください。

お申込み先：AJ0001@pref.iwate.jp

問い合わせ

先
いわて未来づくり機構（事務局：岩手県復興防災部復興推進課）
〒020-8570 盛岡市内丸10-1 TEL：019-629-6945 E-mail：AJ0001@pref.iwate.jp２０２３年６月２6日(月)
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早川 輝 氏（NPO法人みやっこベース 理事長）
はやかわ あきら

1987年生まれ、福岡県北九州市出身。九州工業大学卒業後、オーストラリアに２年間滞在し、2011年に帰国。同年
６月から災害ボランティアとして宮古市で活動をスタート。2013年に「ユースみやっこベース」を設立し、高校生が宮古の今
とこれからを考えるサミットの開催、地元企業とのコラボ商品開発、フリースペース「みやっこハウス」の開設などを実施。2015
年から「NPO法人みやっこベース」として、10年間に渡り「若者が活躍できるまち・宮古」をテーマに、地域の活性化に尽力。
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盛岡発の無料往復シャトルバスのご案内 （乗車定員：40人）

お申込みはこちらから →

ふりがな

氏 名
職業・所属
団体名等

〒
住 所

電話番号(携帯番号推奨)

メール

※ 定員に達し次第、参加をご遠慮いただくことがあります。
※ 自家用車は、各会場付近に駐車可能です。詳細は参加申込後に別途お知らせします。

※ご記入いただいた個人情報は、個人情報保護法に基づき「いわて復興未来塾(今後の開催予定の告知を含む)」以外の用途には一切使用しません。

岩手県知事 達増 拓也

いわて復興未来塾とは

東日本大震災津波からの復興を力強く進めていくためには、復興を担う個人や団体など多様な主体
が、復興について幅広く教え合い、学び合うとともに、相互に交流や連携をしながら、復興の推進に生
かしていくことが求められます。

このため、岩手県内の産学官の連携組織「いわて未来づくり機構」では、「 未来づくり＝人づくり」と
の考え方のもと、「いわて復興未来塾」を開催しています。

第１回いわて復興未来塾 参加申込書

「学ぶ防災ガイド」の案内により、東日本大震災津波で甚大な被害のあった宮古市田老地区の現状や当時の状況を、防潮堤に上って
視察します。また「たろう観光ホテル」において、このプログラムでしか視聴することのできない同ホテルに押し寄せる津波映像をご覧いただき
ます。 ※「たろう観光ホテル」の施設内部は、ガイドの同伴を条件として立ち入りが許可されるものです。

■シャトルバス利用希望(乗降車場所)又は自家用車利用を〇で囲んでください

ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ盛岡駅西口 ・ ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ県庁 ・ 自家用車

いずれかの方法で申込みください

①QRコードで申込み
リンク先の専用フォームから必要事
項を入力の上、お申込みください。

【往路】盛岡駅西口 7:45発 ⇒  県庁 8:00発
⇒ 道の駅たろう 9:50着

～ エクスカーション ～ 11:25発
⇒ 浄土ヶ浜レストハウス 11:50着

～ 昼食休憩（1時間) ～ 12:55発
⇒ うみマチひろば 13:10着 【復路】うみマチひろば 15:40発

⇒ 県庁17:20着 ⇒ 盛岡駅西口17:35着 (予定)

※ 座席数に限りがありますので、申込みはお早めにお願いします。
※ 乗車中のマスク着用は、参加者個人の判断で着脱願います。
※ シャトルバス利用者の駐車場はご用意しておりません。
※ ランチ料金は、当日バス乗車時に現金にて頂戴いたします。

申込締切

田老防潮堤・津波遺構「たろう観光ホテル」

■参加希望プログラムを〇で囲んでください

全て・午前のみ・午後のみ

①氏名（ふりがな） ②職業・所属・団体名等 ③住所 ④電話番号 ⑤メールアドレス
⑥参加希望プログラム（全て・午前のみ・午後のみ) ※いずれかを選択
⑦交通手段（ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ盛岡駅西口乗車・ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ県庁乗車・自家用車利用） ※いずれかを選択
⑧昼食メニュー（宮古産ﾄﾗｳﾄｻｰﾓﾝの瓶ドン 1,500円・煮干し中華そばとﾐﾆｶﾚｰｾｯﾄ 1,000円・不要）

※いずれかを選択（シャトルバス利用者のみ）

楠田 拓郎 氏（NPO法人体験村・たのはたネットワーク 理事長）
くすだ たくろう

東京都出身。大学を卒業し東京で勤務した後、2006年12月に田野畑村に移住。2017年６月から同NPOの
理事長に就任。「体験村・たのはた 番屋エコツーリズム」という考え方のもと、サッパ船アドベンチャーズ、みちのく潮風
トレイルガイド、大津波語り部活動、漁師（ハンモウド）の塩作りなど、様々な自然体験プログラムを提供。

佐々木 邦晃 氏（日本航空㈱九州支社 鹿児島支店 副支店長）
※ 2020年４月から2023年３月まで、岩手県商工労働観光部産業経済交流課にセールスディレクターとして勤務

ささき くにあき

1996年に日本エアシステム（JAS）のグループ会社に入社。法人セールスや添乗員、社員教育部門でのファシリテーター、地域と連携し
たインバウンド誘致などを担当し、2020年に岩手県と日本航空（JAL）が行う人材交流の第一号として岩手県に着任。JALグループの
J-AIR協力のもと、大阪国際空港で実施している「ITAMI空の市」などと連携し、県内事業者や生産者と共に、復興道路と空路を活用
した高鮮度の県産品の販路拡大に挑戦。

■希望するランチメニューを〇で囲んで
ください ※シャトルバス利用者のみ

宮古産ﾄﾗｳﾄｻｰﾓﾝの瓶ﾄﾞﾝ 1,500円・煮干し中華そばとﾐﾆｶﾚｰｾｯﾄ 1,000円 ・ 不要

みやっこベース

体験村・たのはた
ネットワーク
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